
様式７　授業改善プロジェクト アクション・リサーチのまとめ 英語教員指導力向上研修

氏名

24 名

3 時間

 クラスの様子・特徴

A 授業の観察 B　生徒による授業評価 C 学力データ

リサーチについての問合せ先：　

検証１

仮説・実践・検証

６月の第２回実力テストで「表現の能力」でＢ評
価以上の生徒が３割、「知識・理解」でＢ評価
以上の生徒が３割である。９月の第３回実力テス
トでもＡ,Ｂ評価の生徒数は増加していない。聞く
ことでも、ある程度の長さの文章になると内容を
理解することが弱い。

研究の背景

リサーチ・クエスチョン

仮説１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 実践１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

単位数（授業時数）

 研究対象（学年、クラス等） 生徒数

職場電話

生徒と向き合って授業に臨むことができた。計画的に、また目標を明確にして指導することが大事であり、それによって「授業は変わる、生徒は変わる」というこ
とを実感した。生徒は、１時間１時間の授業に意欲的に取り組み、繰り返すことが大事であるということをどの生徒も理解してくれたようだ。英語を読むことへの
抵抗感がある生徒が少なくなったことは成果である。書くことに対しては、辞書を活用させるなど書きやすい雰囲気をつくったことで、英語を書くということに抵抗
感がある生徒が少なくなってきた。

定期テストの結果を見ても、語句や基本文型を定着させることができたかどうかは疑問である。日々の授業での取り組みが、その場限りで終わらないようにす
るために、次時の活動やその後のテスト、実力テスト等にどうつなげるかが課題である。「覚えたことが使えない」状態にあるので、３学期は表現する場を多く設
け、「使える英語」を目指して授業を計画し、実践していく必要がある。
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今後の授業改善の課題

実践２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

問題の確定

予備調査

積極的に発表し、音読の声も大きい。対話や
ゲーム的要素のある活動には意欲的に参加で
きるが、ややもすると落ち着きがなくなり、授業に
集中できなくなる。与えられた課題には真面目
に取り組むが、少し複雑な内容になるとすぐにあ
きらめてしまう。

英語は難しいと感じ、特に「話すこと」「書くこと」
に対して苦手意識をもっている生徒が６割であ
る。覚えることが多すぎて大変だと感じている生
徒が多いが、どの生徒も「わかりたい」「話した
い」「書けるようになりたい」という願いを持ってい
る。

基本文型の英作文から始め、書くことへの抵抗を無
くすようにした。また、英文を作るときの手順、語順を
理解させるように、短文を繰り返し書かせた。定期
的に自己表現作文（５文以上の英文）を行う予定
であったが、結果的には２回しかできなかった。身近
なテーマやトピックを準備し、辞書を活用させるなど
して、書きやすい雰囲気をつくった。

基本文など１～２文程度の英文を書くことに対する抵
抗は、少なくなってはきた。ある程度の英文で自己表
現をするとなると、「言いたいことを英語で表現すること
は難しい、面倒くさい」と、まだまだ抵抗を感じている
生徒もいるが、辞書を活用させることで、英語を書くこ
とに対しての抵抗は少なくなったようだ。自己表現に
慣れさせるほど多く表現させることができなかった。また
生徒一人ひとりへの支援が少なかった。

基本文やよく使われる表現のインプット活動や語句
テスト、アウトプットのためのディクテイション活動を行う
ことで、語句や基本文の定着が図られるだろう。

以前から実施している語句５問テストやインプット活
動を継続して行った。語句テストは、初めは５問指
定していたが、１０月からは指定せずに行った。イン
プット活動は、１ユニットの本文中の基本文とよく使
われる表現を２０程度シートにまとめ配布し、発音と
意味を理解するよう口頭練習を繰り返し、次時の
活動の準備ができるようにした。基本文から１～２文
指定し、ディクテイションテストを行った。

インプット活動はペアで行うのでゲーム的要素があるた
めか、活動には意欲的に取り組んだが、語句テスト、
ディクテイションとも事前に準備して臨む生徒が少な
く、その場限りの活動で終わってしまった。反復すること
が大事であるということは活動から理解してくれてはい
るものの、それを家庭学習等で復習することを徹底で
きなかったため、知識として定着させられなかった。

検証２
「読めない単語は書けない、読めない文は書けない」
を前提に、教科書本文の音読指導を工夫すること
で、音読に対して自信をつけさせるとともに、基本文
の使い方や意味の理解を深めることができるだろう。

教科書本文のさまざまな練習方法で音読を行っ
た。日本語訳を先に渡し全体の内容を理解させ、
次に１語ずつの発音や意味の確認から、チャンク（意
味の固まり）ごと、そして１文、全文へとスモールステッ
プで行い、本文１ページにつき最低１０回は音読さ
せた。その都度評価を入れ、個人やペア、グループと
練習形態を工夫し飽きさせないように練習させた。
日本語から英語、英語から日本語を音読する練習
も取り入れ、内容理解を図った。

１語読みやLook-Up、シャドウイングなど練習法の工
夫で、練習後はほとんどの生徒が本文全体を音読で
きるようになった。１単語の発音や内容理解に重点を
置いたため、表現力豊かな音読にはなっていないが、
どの生徒も、繰り返せば読めるようになるという自信に
つながったようだ。また、スラッシュを入れ、意味の固ま
りを理解させることで、基本文型の使い方や意味を理
解することに役立ったようである。

仮説２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒

研究の成果

 科目名 使用教科書名

明るく元気で、男女の仲も良い。挙手をしての発表もよくでき、比較的意欲的に授業に臨むことができるが、落ち着きがなく、人の話を最後までしっかり聞けな
い時がある。単発的な活動を好み、地の詰んだ作業を嫌う（飽きっぽく，面倒くさがる）生徒が多い。

反復練習に取り組む姿勢が弱いため、基本的な語句や表現、基本文型が定着していない。特に「書くこと」を苦手とする生徒が多い。

中学３年程度の基本文型の定着を図り、１～２文の短文から５～６文程度の英文を書く力を身につけさせ、半数の生徒があるトピックについて内
容豊かな英文が書けるようにするためには、どのような指導をすればよいか。

仮説３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 実践３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒ 検証３
学習した基本文型を用いながら、自分の気持ちや
身のまわりのことを英語で表現する（書く）機会を多く
し、教師の支援や辞書を活用することで、表現力
（書く力）が養われるだろう。

３年２組

３年 Ｎｅｗ Ｈｏｒｉｚｏｎ  Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｕｒｓｅ ３（東京書籍）
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